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I

Ｏ
展
覧
含

午
前
十
時
よ
り
今
川
橋
金
識
寺
に
於
て
開
催
貝
原
益
好
關
係
史

料
を
腱
礎
〕
貝
原
氷
よ
り
益
軒
愛
用
の
長
さ
四
尺
幅
一
尺
五
寸
に

除
る
大
机
迄
も
拝
借
し
得
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
來
観
の
會

貝
の
多
き
と
と
近
年
に
其
の
比
を
み
な
い
堤
の
感
曾
で
あ
っ
た
。

陳
列
の
砧
目
左
の
如
し
。

貝
原
家
所
藏

一
、
益
軒
先
生
年
諸
）

一
、
紳
怖
並
行
不
相
伴
論
。

一
、
和
學
一
歩
。

一
、
風
土
記
○
旗
思
録
Ｊ
十
論
Ｕ
知
約
。
雑
稲
。
雑
記
。
伽
忘

録
。
文
武
訓
。

昭
和
十
二
年
の
九
大
史
學
會
大
曾
は
五
月
九
日
Ⅲ
催
。
今
年
煙

の
展
盟
宮
は
多
蛾
の
方
々
の
御
好
意
に
よ
っ
て
腕
列
舶
を
諸
方
面

よ
り
拝
借
し
得
た
事
、
叉
誰
油
會
に
關
し
て
は
誌
演
維
了
後
脚
ち

に
旅
行
に
御
出
發
に
な
っ
た
程
御
多
忙
中
の
桑
木
先
生
を
域
は
し

た
こ
と
を
深
謝
致
し
ま
す
。

’
’第

九
回
九
大
史
學
會
大
會

彙
報 彙

報i

一
、
斑
文
日
記
。
貞
享
日
記
。
元
旅
日
記
。
届
家
日
記
。

日
記
。
祝
肝
日
記
略
。
應
信
一
世
用
財
記
。

一
、
江
戸
紀
略
Ｏ
江
架
紀
行
○
行
製
計
。

一
、
春
芳
悶
記
。

一
、
古
今
和
歌
集
』
（
益
塒
番
入
版
本
〕

一
．
併
揃
。
（
東
粁
続
書
）

一
、
蹄
去
來
齢
。
へ
額
）

一
、
竹
臘
蛙
省
番
張
。
へ
京
都
在
摺
時
代
史
料
巻
物
）

一
、
机
。

一
、
天
盃
。
（
元
朧
十
二
年
賜
宴
蓋
）

一
、
禁
裡
御
備
物
入
。

竹
田
家
研
赦

一
、
祁
怖
並
行
而
不
相
伴
論
。

一
、
同
石
刷
０

－
、
徐
岬
譜
二
幅
。

一
、
益
晦
肯
像
ｏ
（
竹
田
春
恭
種
）

一
、
益
岼
薙
番
。

一
、
貝
先
生
文
集
。

一
、
詩
經
要
義
Ｕ

一
、
知
抽
○

一
、
君
子
訓
。

一
、
香
謡
。

一
、
揮
叶
先
生
年
譜
』

二

八

用
藥



一
、
春
誰
先
生
迩
丈
。

箱
崎
祁
肚
所
敏

一
、
益
好
世
愛
琵
琶
。

一
、
益
孵
後
叙
巻
田
八
幡
宮
識
起
。

林
家
所
赦

一
、
延
喪
七
年
日
記
。

幅
岡
女
子
師
範
學
校
所
赦

一
、
竹
田
定
直
書
簡
〕

一
、
益
肝
官
像
冨
。
（
原
本
貝
原
家
赦
、
狩
野
邑
運
筆
）

伊
東
家
所
赦

一
、
益
畷
害
入
職
原
抄
（
木
版
）
。

一
、
東
晦
夫
人
錐
古
史
鐡
句
。

一
、
同
倭
姫
仙
紀
。

九
大
澗
番
館
所
赦

一
、
益
岬
書
簡
（
百
九
巻
之
内
）
四
巻
家
諾
風
土
記
懇
籍
雑

各
一
巻

Ｏ
謎
演
會

午
後
一
時
よ
り
浪
岡
市
紀
念
館
に
於
て
左
の
誰
減
あ
り
。
梗
概

次
の
如
し
。

一
、
貝
先
生
年
譜
Ｊ

一
・
瀧
信
編
鯰
著
述
書
目
。

梨

報

I
鞭
針
朧
は
、
欧
洲
に
於
て
は
二
三
〈
○
年
頃
、
ナ
ポ
リ
の
一
商

人
に
よ
っ
て
發
明
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
磁
石
は
既
に
十
二

仙
紐
の
虫
か
ら
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
祁
職
交
通
の
、
記
録
に
現

れ
る
鎧
初
の
も
の
を
な
し
て
ゐ
る
ヂ
ェ
ス
イ
ッ
ト
の
渡
來
の
時
に

は
、
既
に
之
を
使
用
し
て
ゐ
た
○

十
八
泄
純
に
至
っ
て
、
支
那
在
住
の
寅
激
師
に
よ
っ
て
支
那
研

究
か
始
め
ら
れ
、
猜
南
卒
の
事
が
研
究
せ
ら
れ
て
來
る
と
、
之
は

磁
石
の
事
を
云
ふ
も
の
で
あ
ら
う
と
老
へ
ら
れ
て
來
た
。
叉
黄
帝

群
轆
氏
の
條
に
、
鼠
と
鮨
と
を
示
し
共
の
問
に
針
が
あ
る
と
書
い

て
あ
る
の
は
、
子
午
線
の
事
で
あ
ら
う
と
云
は
れ
る
。
其
の
他
術

南
車
の
記
班
は
古
今
誰
、
呂
氏
春
秋
を
始
め
齊
、
謄
宋
各
時
代
に

見
え
、
栄
時
代
の
も
の
は
椛
鑑
も
詳
し
い
。
叉
明
時
代
の
三
オ
岡

總
に
は
人
形
が
の
り
右
手
を
さ
し
て
ゐ
る
Ｑ

我
幽
に
於
て
は
、
濟
明
天
皇
の
四
年
ｂ
沙
門
神
蹄
が
折
南
車
を

迭
り
、
天
智
天
皇
五
年
之
を
献
じ
て
ゐ
る
。
支
那
の
蹄
化
人
が
献

じ
た
事
も
見
え
て
ゐ
る
。
元
明
大
皇
の
和
銅
年
中
に
は
近
江
の
剛

よ
り
磁
禰
を
献
じ
た
事
が
見
え
て
ゐ
る
Ｑ
扶
桑
略
一
記
に
は
猯
南
耶

を
ア
ジ
ロ
グ
ル
マ
と
訳
ん
で
ゐ
る
。
如
仙
な
る
も
の
で
あ
る
か
は

不
明
で
あ
る
。

二
三
九

一
、
明
治
以
前
に
於
け
る
日
本
の
自
然
科
學

桑
木
或
雄
氏

I



~’

蕊
報

齊
の
祀
沖
之
は
、
醗
械
の
發
胴
乃
至
改
避
を
し
た
事
が
見
え
て

ゐ
る
ｏ
其
の
中
に
『
釧
磯
Ⅲ
卿
不
窮
而
司
方
如
一
鵤
釣
以
來
未
有

也
』
と
云
ふ
語
が
あ
る
が
、
こ
の
中
か
ら
磁
石
を
見
川
そ
う
と
す

る
人
も
あ
る
。
磁
石
の
針
が
南
北
を
術
す
事
が
明
に
な
っ
た
の
は

十
一
、
二
恨
紀
の
頭
の
事
で
、
一
番
古
い
記
雄
は
明
時
代
の
も
の

で
あ
る
。
然
し
風
水
家
は
宋
時
代
か
ら
使
っ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。

指
南
舟
の
事
は
栂
浩
不
明
で
は
あ
る
が
古
今
註
、
誰
語
、
洋
洲

可
談
に
見
え
、
宋
の
朱
爽
の
番
に
あ
る
夜
は
星
を
見
喪
は
日
を
見

る
。
曇
っ
た
日
に
は
指
南
針
を
見
る
と
云
ふ
事
が
あ
る
が
之
は
明

ら
か
に
磁
石
で
あ
る
ｃ
之
が
舟
に
羅
針
艫
を
用
ひ
た
記
錐
と
し
て

最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

我
國
に
於
て
羅
針
盤
は
雄
介
時
代
か
ら
宰
町
時
代
に
か
け
て
は

既
に
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
、
倭
冠
が
皇
針
盤
を
用
ひ
た
と

云
ふ
記
事
が
あ
る
。
庭
訓
徒
來
の
抄
と
註
に
、
指
南
云
肴
と
あ
る

の
を
註
し
て
、
唐
船
に
は
人
形
を
た
て
針
を
つ
け
て
ゐ
る
が
之
は

南
北
を
指
す
と
云
ふ
意
味
の
郭
を
番
い
て
ゐ
る
０
桁
南
舟
の
如
き

も
の
で
あ
る
。
之
は
慶
長
年
間
頃
の
事
で
あ
る
。
叉
腱
長
見
聞
集

に
、
人
形
が
道
を
激
へ
る
邪
あ
り
、
戯
が
遁
を
教
へ
る
事
あ
り
云

々
、
と
あ
っ
て
、
舟
底
に
入
っ
て
水
に
針
を
浮
・
へ
て
見
る
事
あ
り

と
書
い
て
ゐ
る
の
は
、
水
針
礁
の
醜
で
あ
ら
う
。
然
し
天
文
年
中

の
記
録
に
は
太
洋
の
中
風
忽
ち
起
り
西
東
を
知
ら
ず
舟
漂
流
し
て

伊
豆
に
至
る
と
い
ふ
事
が
あ
る
か
ら
、
天
文
年
中
に
は
未
だ
な
か

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
○

｢

二
四
○

一
、
西
洋
版
日
本
地
圖
の
發
達
に
つ
い
て

竹
岡
勝
也
氏

両
洋
版
惟
界
地
間
に
現
れ
た
日
本
に
つ
い
て
は
、
共
の
發
達
に

よ
っ
て
、
次
の
五
昨
代
に
唾
分
す
る
事
が
出
来
る
。
第
一
博
聞
時

代
，
第
二
見
附
時
代
、
第
三
枇
倣
塒
代
、
第
四
修
正
時
代
及
び
錐

五
競
争
時
代
で
あ
る
。

瀦
一
傳
川
時
代
。
十
六
世
紀
の
前
半
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
て
、

未
だ
外
人
の
日
本
渡
來
を
見
ず
、
軍
に
大
体
の
存
在
を
仰
へ
ら
れ

た
時
代
で
あ
る
。
即
ち
、
先
に
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
東
方
鈩
行
に
よ

っ
て
、
湖
く
ジ
パ
ン
グ
な
る
剛
の
存
在
が
紹
介
せ
ら
れ
、
欧
洲
祇

會
に
大
な
る
刺
戟
を
與
〈
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
全
然

日
本
の
存
在
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
か
、
と
考
へ
て
見
る
と

十
四
、
五
惟
紀
に
於
け
る
、
惟
界
に
對
す
る
厭
洲
人
の
知
識
の
飛

睡
は
、
サ
ラ
セ
ン
人
の
傳
誘
に
な
る
君
島
署
己
内
側
の
存
在
を
示

そ
う
と
し
て
ゐ
る
。
二
五
四
年
出
版
の
イ
ド
リ
シ
イ
の
世
界
団

は
之
で
あ
る
。
そ
の
名
稲
は
、
倭
國
の
塙
稲
と
性
だ
類
似
す
る
も

の
が
あ
る
Ｏ

第
二
見
聞
時
代
。
十
六
世
紀
の
後
半
を
さ
す
も
の
で
、
日
本
に

渡
來
し
た
人
々
の
報
告
に
よ
り
、
日
本
が
或
る
形
を
と
っ
て
來
た

時
代
で
あ
る
。
即
ち
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
ピ
ン
ト
オ
の
種
ケ
島
漂
着

を
書
い
た
旅
行
記
、
及
び
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ザ
ビ
エ
ル
の
日
本
細

行
等
に
よ
り
、
日
本
の
地
勢
、
數
多
の
島
閏
よ
り
成
る
と
云
ふ
事



Ｇ
Ｊ

が
樽
へ
ら
れ
、
又
フ
ロ
イ
ス
、
カ
ス
パ
ル
ピ
レ
ラ
等
に
よ
り
秋
田

出
羽
等
の
東
北
地
方
及
び
琉
球
９
爵
方
面
に
開
す
る
報
告
も
さ

れ
て
ゐ
る
。
然
し
此
の
場
合
、
蝦
夷
は
大
陸
の
一
部
で
あ
り
○
○
【
旨

も
蛙
靱
と
一
緒
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
三
槙
倣
時
代
ｏ
十
六
世
紀
の
誰
か
ら
十
七
肚
紀
に
わ
た
り
、

作
天
邇
等
の
持
ち
蹄
つ
た
日
本
地
岡
を
橦
倣
し
た
時
代
で
あ
る
。

圖
は
鷲
く
程
立
派
な
日
本
の
姿
を
示
し
て
來
た
が
、
未
だ
９
愚

は
海
に
よ
り
大
陸
と
麓
し
て
を
り
、
蝦
夷
も
未
だ
地
岡
に
現
れ
て

來
な
い
ｏ
一
六
五
五
年
、
マ
ル
チ
ニ
ー
筆
の
も
の
は
朝
鮮
が
半
島

と
な
り
、
日
本
の
北
に
蝦
夷
が
意
識
さ
れ
、
修
正
的
励
き
が
見
え

て
ゐ
る
Ｏ

第
四
修
正
時
代
ｏ
十
七
世
紀
の
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
前
半
に

沙
る
時
代
で
あ
る
。
日
木
よ
り
進
ん
だ
峨
洲
の
知
鋤
技
術
を
以
て

前
代
の
も
の
に
修
正
を
行
っ
て
ゐ
る
。
其
の
問
迦
と
な
っ
た
も
の

は
、
日
本
の
位
缶
即
ち
北
紳
東
純
で
、
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ア
ダ
ム
ス

ロ
ド
リ
コ
、
ピ
ス
カ
イ
等
の
武
川
に
よ
り
學
問
的
注
意
が
拙
は
れ

て
喪
た
，
然
し
未
だ
闇
夷
は
大
陛
の
一
部
で
あ
る
と
老
へ
ら
れ
、

帆
鮮
も
叉
島
で
あ
る
と
老
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。

館
五
競
罪
時
代
◎
オ
ー
フ
ン
ダ
を
通
じ
て
學
ん
だ
閲
駆
の
．
知
識
に

よ
り
日
本
自
ら
も
蛮
測
を
始
め
、
カ
ム
チ
ヤ
ッ
ヵ
凌
見
以
來
の
ロ

シ
ア
、
其
の
他
英
佛
を
交
へ
て
、
詣
叫
間
の
痩
靴
な
る
關
係
を
生

じ
日
英
佛
露
州
立
間
に
競
争
を
生
じ
た
時
代
を
さ
す
の
で
あ
る
ｃ

と
廷
に
、
間
宮
林
藏
の
探
嶮
に
よ
り
樺
太
は
島
で
あ
る
小
が
判
り

梨
報

’
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叉
蝦
灸
も
伊
能
忠
敬
に
よ
っ
て
涯
畑
せ
ら
れ
、
藩
に
日
本
全
体
に

わ
た
る
渡
批
地
圃
が
完
成
し
た
の
で
あ
患
。
（
原
田
）

○
晩
餐
含

午
後
九
時
よ
り
激
育
會
館
の
階
下
に
て
晩
餐
を
共
に
す
。
席
上

會
員
の
研
究
籏
表
あ
り
。

青
木
銭
懸
氏
は
益
好
の
祁
怖
並
行
論
に
就
い
て

伊
東
尾
四
郎
氏
は
貝
原
家
及
び
益
肝
に
關
係
あ
る
竹
田
、

江
崎
、
拠
腺
、
稻
冨
、
芝
田
、
酒
泉
、
宮
川
、
宮
崎
、
勝
木
、
藤

井
の
諦
家
に
史
料
を
探
訪
さ
れ
た
笹
醗
談
を
述
べ
ら
れ
九
時
頃
散

含
、
大
曾
の
行
事
全
部
を
終
了
し
た
。

國
史
學
會

新
入
生
歓
迎
命

今
年
座
新
入
生
職
迎
會
を
五
月
一
日
悪
愛
曾
館
に
於
て
翠
ｇ

長
淌
先
生
、
竹
川
先
生
、
鏡
山
先
生
の
御
川
席
を
得
刷
手
二
三
年

駆
生
諾
兄
の
外
榊
原
、
有
光
剛
先
輩
の
御
仙
席
を
得
て
、
新
入
の

岩
田
、
大
杉
、
高
摘
、
諫
山
の
四
君
を
迦
へ
た
。

國
史
科
新
人
生
歓
迎
遠
足

閏
史
科
新
入
生
諭
君
職
迎
の
意
味
で
久
し
振
り
に
速
足
を
行
っ

た
早
く
没
行
す
・
へ
営
所
色
之
の
行
事
や
ら
支
陣
の
た
め
延
び
ノ
、

に
な
っ
て
五
月
冊
日
日
曜
日
午
前
七
時
廿
五
分
吉
塚
に
發
て
若
杉

二
四
一

’

’
1



１
１

1

室
町
時
代
に
於
け
る
艸
多
商
人
の
擢
酬
と
發
展
有
光
保
茂

宗
詑
と
其
の
家
系
の
研
究
を
中
心
と
し
て

佐
智
群
の
刑
珊
制
度
に
つ
い
て
池
田
爾
雄

江
戸
時
代
に
於
け
る
人
口
問
題
と
人
口
論
大
谷
縄
次
郎

平
守
糊
末
期
に
於
け
る
公
卿
の
私
的
牛
活
野
口
銅
齊

持
に
そ
の
子
弟
敢
育
態
度
に
枕
て

上
代
服
施
に
關
す
る
一
考
察
原
田
文
枝

山
に
向
っ
た
Ｏ

紙
魚
の
沓
を
離
れ
山
の
氣
を
唯
ひ
一
同
窓
氣
大
い
に
錫
り
、
正

午
噸
絶
噛
大
和
神
祗
の
石
段
を
上
り
つ
め
へ
た
ば
っ
た
嘘
で
棚
食

を
飾
り
小
憩
の
後
山
の
英
手
へ
廻
り
シ
ョ
ー
ケ
趣
の
手
前
の
芥
間

の
芝
生
の
上
で
削
漿
の
し
ば
し
の
峠
を
送
り
小
裡
づ
た
ひ
に
左
谷

へ
降
り
趣
派
手
の
岡
梶
仰
侭
を
邦
槻
、
鋼
悪
よ
り
白
、
市
に
て
蹄

禰
し
た
の
は
豫
定
よ
り
遅
れ
る
辨
波
刻
七
時
に
近
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
ま
だ
増
残
り
稚
き
ず
い
っ
の
間
に
や
ら
価
例
と
な
っ
た
ビ
ー

ル
閲
で
の
乾
杯
で
快
氣
焔
を
あ
げ
て
殻
愈
。
と
の
一
日
を
稲
し
て

ハ
イ
キ
ン
グ
テ
ー
と
い
ふ
ｃ
参
加
者
は
鏡
山
先
生
を
は
じ
め
波
多

野
剛
手
、
有
光
原
田
榊
原
三
光
韮
、
壊
准
は
城
而
非
上
江
口
蒋
瀕

岩
田
大
杉
諸
氏
、
本
田
氏
は
郷
里
よ
り
急
用
あ
り
途
中
よ
り
師
宅

さ
れ
た
の
は
迩
憾
で
あ
っ
た
。
以
上

和
謝
時
國
史
科
卒
業
論
文
題
目

梨

報’

九
州
支
那
學
會
設
立
さ
る

昭
和
十
二
年
六
月
十
三
日
一
於
致
育
向
館
）

．
し
Ⅱ
叩

か
ね
て
目
加
円
助
激
授
を
中
心
と
し
て
諾
岡
さ
れ
て
肘
た
ナ
リ

支
那
畢
曾
が
遂
に
本
日
を
以
て
具
溌
化
さ
れ
為
迩
ぴ
と
な
っ
た
。

斯
畢
に
際
心
を
有
す
る
者
の
聯
絡
銅
朧
を
岡
り
、
益
を
其
れ
を
し

て
發
腱
せ
し
め
ん
が
窟
で
あ
る
。
高
校
、
高
商
、
女
專
よ
り
以
下

中
等
學
校
の
教
職
員
に
呼
び
か
け
、
大
に
其
の
共
肥
を
禅
て
、
是

に
第
一
同
の
参
曾
を
見
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

此
の
日
莱
る
者
約
四
十
名
、
先
づ
両
本
助
手
の
開
阿
の
跡
に
つ

い
で
胤
加
田
助
敢
授
の
本
學
會
設
立
に
就
い
て
の
説
明
あ
り
、
綴

い
て
亜
松
激
授
の
誰
斌
に
移
る
。
「
献
洲
に
於
け
る
支
那
風
研
究
」

と
題
さ
れ
て
熟
辮
を
番
は
れ
大
に
稗
絞
さ
れ
る
所
が
あ
っ
た
。
誹

祓
後
座
諦
阿
を
開
き
今
後
の
方
針
な
ど
に
就
き
種
々
協
議
し
た
。

五
時
解
散
。
因
に
本
阿
の
事
業
と
し
て
は
奪
秋
二
回
に
大
魚
を
開

雌
、
毎
月
一
回
例
向
弱
開
く
こ
と
に
な
っ
て
居
る
。
（
、
需
僑
）

支
那
學
會
の
遠
足

昭
和
十
二
年
五
月
三
十
日
（
日
）

支
那
學
の
同
人
十
一
名
打
揃
ひ
恒
例
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
僻
す
○

二
四
二

邇
歌
師
の
生
活

平
喪
繊
愈
時
代
に
於
け
る
起
訴
女
の
研
究

支
那
學
會

寓松

下本

勝と

女め



午
前
十
時
新
博
多
騨
發
、
西
戸
崎
に
同
ふ
。
天
蕪
良
好
、
青
松
白

砂
を
車
窓
に
送
迎
す
る
父
快
適
〕
西
戸
崎
よ
り
徒
歩
に
て
志
賀
島

に
向
ふ
。
途
中
、
幽
に
し
て
父
玄
な
る
海
制
の
調
べ
に
耳
を
側
け

っ
』
天
城
鳴
る
老
松
の
緋
険
に
雅
要
を
張
る
。
能
古
の
芳
翠
人
の

眉
宇
を
撲
ら
、
遙
遠
の
彼
方
に
筑
西
の
風
光
を
治
ふ
。

志
変
島
は
全
山
殆
ど
枇
杷
を
以
て
班
は
る
。
径
を
左
手
に
取
り

金
印
の
灯
跡
に
慨
時
足
を
止
む
ｏ
又
行
く
と
と
敷
丁
・
象
古
塚
に

至
る
。
鉦
言
の
石
堵
從
時
を
語
台
に
曲
な
し
Ｏ

師
途
は
船
仙
に
よ
れ
り
。
五
吋
築
迷
着
。
悲
な
く
一
日
の
快
を

Ｇ

雌
せ
し
を
脱
し
て
解
散
せ
り
。
《
安
价
）

五
月
冊
一
日
午
後
一
時
よ
り
節
↓
一
畢
生
菜
ｗ
所
に
お
い
て
側
称

開
催
、
長
敦
表
小
林
誹
師
躍
韮
一
同
出
席
左
犯
の
紹
介
あ
り
、
終

っ
て
長
教
鍾
の
御
批
誹
、
川
席
者
の
質
疑
雌
答
が
あ
っ
た
。

一
、
一
八
七
ハ
年
九
月
十
七
日
ピ
ス
マ
ル
ク
の
醗
愈
狐
醜

田
中
友
次
郎

一
、
の
、
ｍ
ｏ
ｏ
（
）
ｏ
胃
国
禺
○
』
‐
の
二
〕
①
三
目
‐
鱒
巨
会
①
の
旨
・

豆
甦
○
ョ
邑
必
（
ご
苫
）
に
兇
ゆ
る
フ
ア
シ
ョ
ダ
辨
件

中
根
四
郎

一
、
Ｐ
．
の
昌
胃
貯
堅
・
屍
に
匪
冒
Ｅ
・
呉
ざ
邑
匡
一
①
切
霞
⑰
】
〔
苛
切

辱
昌
四
．
耐
の
紹
介
韮
．
烏
兎
我

田
中
氏
は
十
月
十
九
日
の
り
凶
畠
山
冨
二
鳴
叩
の
厨
可
決
前
の

西
洋
史
學
研
究
會

雄

報

口
ピ
ス
マ
ル
ク
の
二
つ
の
談
會
演
・
碗
即
ち
九
月
十
七
日
及
び
十
月
九

日
の
そ
れ
の
中
、
前
者
に
お
い
て
彼
が
ラ
ッ
サ
ー
ル
を
堂
錫
し
、

そ
の
後
の
肚
團
災
主
蕪
の
現
祗
曾
組
織
破
壊
的
な
る
凹
向
を
涌
畦

し
・
剛
氷
の
自
衛
的
抑
雁
手
段
を
要
里
せ
る
こ
と
を
紹
介
批
到
さ

れ
た
Ｏ
Ｂ
耐
Ｂ
画
旦
痢
璋
目
の
帰
呂
日
日
⑦
言
曾
乏
の
ニ
ハ
の
、
国
邑
旨
・
）

中
艸
氏
は
前
証
グ
ー
チ
の
近
著
に
お
い
て
、
一
八
九
八
年
七
月

十
日
マ
ル
シ
ヤ
ン
の
フ
ア
シ
ョ
ダ
折
よ
り
翌
年
三
捌
英
仰
間
の
脇
．

定
成
立
に
至
る
葛
藤
、
特
に
デ
ル
ヵ
ッ
セ
の
外
交
的
活
動
、
そ
の

平
和
的
解
決
に
對
す
る
努
型
に
〃
黙
を
世
け
る
グ
ー
チ
の
記
述
を

紹
介
批
判
さ
れ
た
。

辛
島
氏
紹
介
の
前
記
「
復
古
王
朝
時
代
と
フ
ラ
ン
ス
亡
命
蛍
族

の
財
産
」
な
る
番
は
、
ナ
ン
シ
ー
官
立
中
學
校
在
職
国
旦
．
凹
唱
‐

・
砂
た
る
ガ
ン
氏
が
少
徴
の
限
定
出
版
と
し
て
稜
行
し
た
も
の
で

幸
ひ
に
我
が
西
洋
史
學
研
究
皇
が
人
手
し
禅
た
没
頭
番
で
あ
り
、

興
味
あ
る
問
越
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
と
槌
に
糊
詳
細
に
氏
の
紹

介
を
記
城
す
る
。
本
番
は
ガ
ン
が
モ
ー
ゼ
ル
、
ミ
ュ
ー
ズ
ニ
州
丈

番
鮒
及
び
剛
立
丈
番
館
の
文
献
を
利
用
し
、
一
八
一
四
年
よ
り
三

一
一
年
に
江
る
間
の
財
産
瞳
分
間
趣
を
明
か
に
し
、
殊
に
結
論
に
お

い
て
政
治
的
經
濟
的
の
二
方
面
を
亜
洲
し
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
亡
命
批
族
の
財
定
瞳
分
問
幽
は
既
に
十
九
泄
祀
初
叫
よ
り
フ

ラ
ン
ス
内
政
上
の
一
大
難
開
で
あ
っ
た
が
、
懸
草
第
九
條
に
關
聯

し
て
更
に
使
靴
化
し
、
或
る
意
味
に
お
い
て
は
復
古
王
朝
を
壷
亡

に
導
く
一
因
と
も
な
っ
た
。
鯉
皮
立
乗
せ
ら
れ
た
財
産
超
附
ま
た

二

四
三



１
１

鳴
呼
紀
州
創
刊
號

文
科
第
二
巻
第
四
號
乃
韮
第
六
號

地
學
維
誌
第
五
七
五
號
乃
至
講
五
八
○
號

筑
紫
史
談
節
七
十
集

ふ
ぴ
と
第
四
職

研
究
蚕
料
梨
報
第
十
二
雀
第
一
號
第
二
號

心
の
花
第
四
十
一
巻
第
四
號
第
五
號

國
史
學
第
二
九
暁
第
三
○
號

皇
學
第
五
巻
第
一
號

京
大
文
翠
部
地
理
學
研
究
報
缶

郷
士
史
壇
第
三
鋸
第
五
號

業
報

は
賠
俄
案
が
悉
く
笑
敗
し
、
油
府
も
と
の
間
鼬
に
匙
を
投
げ
ん
と

し
っ
」
あ
っ
た
常
時
二
十
年
の
王
族
厩
殺
耶
件
に
よ
り
両
度
問
題

化
せ
ら
れ
て
解
決
を
意
外
に
早
め
る
Ⅷ
鯉
と
な
っ
た
。
既
に
一
三

年
の
新
町
卵
雁
法
に
關
聯
し
て
二
四
年
に
は
政
府
川
の
賄
価
案
を

發
表
、
幾
多
の
論
難
に
訓
遇
し
て
辛
う
じ
て
可
決
さ
れ
、
二
五
年

四
月
廿
七
日
法
の
發
布
、
五
月
一
日
よ
り
の
漉
施
と
勢
、
仰
し
た
が

庇
雌
は
容
易
な
ら
ず
、
し
か
も
一
部
の
亡
命
没
族
を
除
く
他
の
大

多
吸
は
と
の
賠
俄
案
を
剛
焼
し
て
仙
興
財
産
法
、
長
手
栩
縦
法
等

と
共
に
王
政
を
励
携
せ
し
め
る
原
因
と
な
っ
た
。
（
原
田
》

受
贈
圖
書
雑
誌
鏥
恥
輌
辻
一
霊
前
）

日
本
岬
代
研
究
所
報
告
第
三
巻
第
四
巻
〆

日
本
民
俗
第
二
巻
第
十
號

鵬
台
史
報
第
五
職

雁
史
研
究
第
十
二
巻
第
二
號

雁
史
致
而
第
十
二
巻
第
一
號

最
近
の
紳
濟
中
隅
界
十
二
年
度
第
三
顎
乃
至
第
一
《
號

濟
藤
先
半
古
蒜
記
念
論
文
集

史
學
第
十
六
巻
認
一
號

史
槻

史
學
概
論
第
十
一
輯

卵
畢
碑
究
鋪
八
総
電
壹
號

史
學
消
息
第
一
総
第
五
期
乃
至
第
七
期

史
駆
雑
記
第
四
十
八
編
第
四
乃
至
第
六

商
業
縛
桝
發
史

番
紀
集
解
中
巻

宗
激
研
究
第
十
四
巻
第
一
號
第
二
號

土
佐
史
談
第
五
十
八
號
、
第
五
十
九
號

東
洋
文
化
第
百
五
十
一
號
乃
至
第
五
十
三
號

和
文
西
洋
史
岡
書
目
録

二
四
四


